
第1回から第12回までの記録本「JIA東海住宅建築賞」が

発売されています。受賞作品、審査過程のドキュメント、

コラムのほか、応募作品の写真・図面付きリストが掲載

されており、過去の建築賞の様子が非常に良く伝わるも

のとなっています。

購入先：

JIA東海支部事務局、ジュンク堂書店名古屋店、Amazon

参考資料

諸事情により変更する場合があります。ご了承ください。

15:30~17:30(予定)　最終公開選考

        　　　　　       

※審査員が2次審査作品の評価を
　　　　　　　　　　　説明します。
                                         
　　　　　　　　　　

当日スケジュール

コーディネーター　脇坂 圭一
　　　　　  　　　（静岡理工科大学／ヒュッゲ・デザイン・ラボ） 

JIA TOKAI ARCHITECTURAL PRIZE 
FOR HOUSING PROJECTS 20 6

2026年 （日） 15:00開場(予定)

第13回 JIA東海住宅建築賞

会場参加のみ

現地審査の都合により、開場時刻が遅れる場合があります

2026

【ZOOMアドレス】ミーティングID: 846 3042 1625　パスコード: 82gdeK
https://us04web.zoom.us/j/84630421625?pwd=RTdFVWYrKzYxNzQxUTM3cGQwdTc5dz09

9月27日

本賞は、愛知県・岐阜県・三重県・静岡県の東海4県につくられた住宅などを対象とし、各自が
定めたテーマに対して特に秀でた住宅に対して贈る賞です。今日、建築家としての社会的な意義
が問われていると思われます。現代建築に求められるのは、制度や経済に合理的なだけの建物
ではなく、個々人の感性に訴える日常的な空間ではないでしょうか。
公益社団法人日本建築家協会東海支部では、東海における居住空間の質及びデザインの向上
に貢献すべく、本賞を創設しております。
プログラム・空間構成・ディテール・環境への配慮・工法などに始まり、様々なテーマのなかから優
れた住宅を募集すると同時に、応募者にとって建築作品への建築家同士の批評の場、交流、そして
社会へアピール出来る場を提供する事を目指しています。

２次審査では、１次審査を通過した作品のなかから最優秀賞と優秀賞が選ばれます。
今を活躍する建築家でもある審査委員によってどのように現代の住宅建築が評価されるのか。
是非ご自身の目と耳でお確かめください。
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※参加費：無料
　対象：どなたでも参加できます。

名古屋市南区滝春町10番地3大同大学X棟1階スタジオ0131-0133
名鉄常滑線「大同町」駅より徒歩5分　
会場にお越し頂けない方(一般観覧者)はZOOMにて参加が可能です。
応募者は対面による公開審査を原則とします。(都合がつかない場合はZOOMも対応します)

審査員　藤本 壮介 氏 

審査員　五十嵐 太郎 氏 

建築家, MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO 共同代表
1976年 神奈川県生まれ
1999年 芝浦工業大学建築学科卒業
2000年 建築都市ワークショップ
2004年 MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO設立

2018年 JIA 日本建築大賞
2020年 日本建築学会賞（作品）
2024年 第34回AACA賞2024 優秀賞 

　　 東京理科大学、早稲田大学、名古屋工業大学、
東京大学にて非常勤講師

2025年 第66回BCS賞    他受賞 多数

審査員長　原田 麻魚 氏 

(c)Jan Buus

東北大学工学研究科教授
1967年 フランス、パリ生まれ
1990年 東京大学工学部建築学科卒業
1992年 東京大学大学院修士課程修了
2000年 博士（工学) 
2002年 中部大学講師

2014年 芸術選奨新人賞
2005年 東北大学助教授

2018年 日本建築学会教育賞（教育貢献）

建築家, 藤本壮介建築設計事務所 代表取締役 
1971年 北海道生まれ
1994年 東京大学工学部建築学科  卒業

2014年 フランス・モンペリエ国際設計競技最優秀賞を
はじめ、国内外での受賞経験多数
2024年  (仮称）国際センター駅北地区複合施設基本設計
業務委託の基本設計者に特定
2025年 日本国際博覧会では会場デザインプロデューサー
を務めた

2000年 藤本壮介建築設計事務所  設立

CPD2単位申請予定


